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大泉町教育委員会議録

１ 日 時 令和２年７月３１日（金）午前１０時００分から午前１１時１２分まで

２ 出席者

柴﨑教育長、髙倉委員、福田委員、秩父委員、大塚委員

３ 出席職員

大澤教育部長、千吉良教育管理課長、竹田教育指導課長、金井こども課長、

村田生涯学習課長、齊藤書記

４ 傍聴人

なし

５ 議事、協議及び報告事項

議案第２４号 大泉町スポーツ推進審議会委員の委嘱について

教育長報告 （１）「子どもの生活」実態調査報告（単純集計）概要について

（２）学童保育選択式給食の本格実施について

（３）学童保育使用料の減免について

（４）令和３年成人式の挙行について

（５）令和４年度以降の成人式の対象年齢等について

その他 （１）教育委員会の点検評価報告書(令和元年度対象)(案)について

６ 議事内容

柴﨑教育長 これから教育委員会協議会を開会いたします。

はじめに、日程第１ 前回会議録の承認について。

事前に配付させていただきました会議録について、何かご意見等ございま

すでしょうか。

（意見なし）

ないようですので、６月３０日の教育委員会協議会のご署名を、髙倉委員

さんと福田委員さんに、７月１５日の教育委員会協議会のご署名を秩父委

員さん、大塚委員さんにお願いいたします。

続きまして、日程第２ 附議事項に入りますが、本日の議案は、人事に関

することや、今後の委員会への案件となりますので、本日の教育委員会議

を秘密会とさせていただきますがよろしいでしょうか。

（了承）

それでは、議案第２４号 大泉町スポーツ推進審議会委員の委嘱について、
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事務局より説明をお願いします。

（以下、秘密会）

続きまして、日程第３ 教育長報告に入ります。

教育長報告の（１）「子どもの生活」実態調査報告（単純集計）概要につい

て、事務局より報告をお願いします。

竹田課長 はい。

柴﨑教育長 竹田教育指導課長。

竹田課長 それでは、第２回大泉町「子どもの生活」実態調査報告（単純集計）の概要

について説明させていただきます。

本調査の目的は、「２」に記載のとおり、全国的に子どもの貧困対策が求め

られている中、町内の小中学校に通う児童生徒及び保護者の生活状況等を把

握し、本町に必要な事業を検討する基礎資料とするためでございます。

昨年８月の教育委員会議にて、「この調査を実施する」ということについて

ご報告いたしましたが、実際の調査の実施については、令和元年９月２０日

から１０月４日という期間で実施いたしました。方法としては、アンケート

用紙を入れた封筒を各学校に配付し、児童生徒及び保護者にそれぞれ回答し

ていただきました。

調査対象は、小学校４年生から中学校３年生までの児童生徒２,０８０人と、

小学校１年生から中学校３年生までの保護者３,０８３人でございました。

回収できたアンケートの数は、児童生徒用アンケート１,８８９人分、回収

率は９０．８％でございました。児童生徒については、学校の協力の下、在

校中にアンケートを実施いたしましたので、高い数字となっております。

保護者用アンケートについては、学校を通じて各家庭へ配付を行い、

１,８８６人分が回収されました。回収率は６１．２％という結果でござい

ました。

今後につきましては、平成２８年に福祉課が主体で実施した「第１回調査結

果」で明らかになった「４つの支援策」。具体的には、①「子どもの居場所

づくり」、②「子どもの学習支援」、③「食糧（食料）支援」、④「ひとり親

家庭への就労支援」についての検証を行ってまいります。

また、この単純集計の設問や回答のクロス集計を行い、課題としてどんなこ

とがあるのかということを整理し明らかにするとともに、これからの施策へ

と繋げていく取組を進めてまいりたいと考えております。

以上、簡単ではございますが、「子どもの生活」実態調査（単純集計）の概

要についての報告とさせていただきます。

柴﨑教育長 説明が終わりました。ご意見等ございましたら、お願いします。

髙倉委員 結果が分かったらお知らせいただけるのでしょうか。

竹田課長 はい。

柴﨑教育長 竹田教育指導課長。
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竹田課長 しかるべき手順を踏みまして、ご報告をさせていただきます。

柴﨑教育長 ほかにいかがでしょうか。

（意見なし）

それでは、次の報告へ進みます。

（２）学童保育選択式給食の本格実施について、事務局より報告をお願い

します。

金井課長 はい。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 学童保育選択式給食の本格実施ということで、昨年の夏から試行的に学童保

育で給食を実施いたしました。学童の利用者の４割強の方が給食を利用いた

しました。夏休み終了後、保護者や児童に対して、アンケート調査を実施い

たしまして、利用している方については、継続して実施して欲しいという回

答が約９割ございましたので、実施していく方向で進めてまいりました。本

来は、年度当初から本格実施を進めてまいりたいと考えておりましたが、コ

ロナウイルス感染症の関係で引き続き実施しておりました。改めまして本格

実施は、この夏休みから本格実施ということで考えております。

まず、業者につきましては、東毛給食センターでございます。試行的実施

では、吉田にありますフレッシュランチという業者でしたが、そちらの大

泉工場での対応が難しくなってきたということや、東毛給食センターが休

校に伴い、学校給食がなくなり、事業者支援という観点からも実施のお願

いとなりました。

実施期間については、終業式から始業式までの長期休業中ということで、

春休み、夏休み、冬休みに実施をしてまいります。この夏休みから本格実

施ということで始めていきたいと考えております。

料金につきましては、利用児童が１年生から６年生までおりますので、ご

飯を普通盛りと半ライスを用意いたしまして、普通盛りを３４０円、半ラ

イスを３２０円という費用で設定をさせていただきます。

メニューにつきましては、子ども向けの学童保育用のメニューを作成して

いただき、実施していくことになっております。

アレルギー対応につきましては、注文の際にメニュー表を見て保護者が注

文するかしないかを判断して注文していただくことになります。

申込受付につきましては、こども課の窓口ですが、保護者の利便性を考慮

いたしまして、２日間は夕方各児童館にこども課の職員が出向いて申込み

の受付を行います。

支払いについては、こども課が業者にお支払いをいたします。

キャンセルにつきましては、前日までに連絡をいただければキャンセルで

きます。追加注文は、前々日までにこども課に料金を添えて申し込みをし

ていただきます。報告については、以上でございます。

柴﨑教育長 ご意見等ございますでしょうか。

はい、福田委員さん。
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福田委員 ２点ほど質問があります。

まず１点目ですが、給食利用が４割強ということですが、それ以外の児童

はお弁当を持ってきているということでしょうか。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 お弁当を持参しております。

福田委員 もう１点ですが、給食を頼んだ場合、給食料金の支払いの未納ということは

あるのでしょうか。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 給食の申込み受付時に、申込み日数分を全額いただいております。キャンセ

ルがあった場合は、返金しております。

福田委員 わかりました。

柴﨑教育長 ほかにいかがでしょうか。

（意見なし）

ないようですので、次の報告に進みます。

（３）学童保育使用料の減免について、事務局より説明をお願いします。

金井課長 はい。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 続きまして、学童保育使用料の減免について、ご説明いたします。

小学校の夏季休業日が例年より、１週間短縮になることから、朝から受け

入れをしております学童保育も短縮となりました。学童保育の受け入れの

期間ですが、通常でしたら、８月１日から８月２８日まで受け入れをする

ところでしたが、夏季休業の短縮により、８月２２日までということにな

ります。

使用料につきましては、通常月は３,０００円の使用料をいただいておりま

して、夏季休業月の８月につきましては、朝からの受け入れとなりますの

で６,０００円をいただいております。

減免後の使用料と減免総額見込でございますが、６,０００円から８００円

を減額いたしまして、５,２００円を減額後の使用料としていきたいと考え

ております。学童保育登録者数約３６０人おりますので、減額の総額は、

２８８,０００円でございます。８００円の算出根拠ですが、通常の夏季休

業８月１日から８月２８日の月曜日から金曜日までの受け入れは、１９日

間でございます。夏季休業の短縮により、５日間短縮となりますので、通

常月と夏季休業月の差額、３，０００円を１９日で割りまして、日額１５

８円の減額。この減額に短縮した５日間を掛けまして、７９０円を切りよ

く８００円といたしまして、夏季休業月の使用料を減額いたします。

柴﨑教育長 ご意見等ございますでしょうか。

（意見なし）

ないようですので、次の報告に進みます。

（４）令和３年成人式の挙行について、事務局より説明をお願いします。

村田課長 はい。
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柴﨑教育長 村田生涯学習課長。

村田課長 令和３年成人式の挙行についての報告でございます。

本年度開催する、令和３年成人式につきましては、令和３年１月１０日日

曜日、午前１０時３０分より文化むら大ホールにて挙行いたします。教育

委員の皆様には、主催者として出席いただきたく、よろしくお願いします。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止を考慮し、来賓につきましては

町議会議長及び県議会議員のみとし、町議会議員の皆様をはじめ、例年ご

案内をしている方々につきましては、ご案内を自粛させていただきます。

そのほか式典会場への入場は、成人該当者のみとし、親族等の入場はご遠

慮いただき、式典前のアトラクション及び終了後のお楽しみ抽選会は、取

りやめます。例年ご案内をしている皆様、アトラクションやお楽しみ抽選

会にご協力をいただいている大泉太鼓や町内企業の皆様には、後日通知な

どの形でご連絡させていただきます。

２０歳を祝う晴れの場が、感染拡大の場としないよう、細心の注意を払っ

ていきたいと存じますので、ご理解のほどよろしくお願いします。

柴﨑教育長 ご意見等ございますでしょうか。

（意見なし）

ないようですので、次の報告に進みます。

（５）令和４年度以降の成人式の対象年齢等について、事務局より説明を

お願いします。

村田課長 はい。

柴﨑教育長 村田生涯学習課長。

村田課長 令和４年度以降の成人式の対象年齢等について、ご報告申し上げます。

民法改正により、令和４年４月１日から民法の定める成年年齢が１８歳に引

き下げられることに伴い、成人式の対象年齢等をお手元の資料のとおりとい

たします。具体的には、成年年齢引き下げ後も、対象年齢は２０歳とし、開

催時期及び形式につきましては、現行と同様に時期は１月、成人の日の前日

の日曜日とし、形式は式典形式といたします。

事業の名称は、町として祝うことを示す意味で、２０歳（はたち）を祝う会

といたします。

このように決めた背景には、成年年齢となる１８歳を対象とした場合、多く

の対象者が高校生で大学受験や就職準備などの大事な時期と重なり、時間的

・経済的に十分な余裕がないなどの理由から、式典への参加が困難になるこ

とが懸念されること。現在と同様に２０歳を対象とすることで、多くの対象

者及びその家族が落ち着いた状態で参加することができること。近隣や全国

的にも対象年齢を決めた自治体では、２０歳としているところがほとんどで

あることであります。

周知につきましては、広報おおいずみ８月１０日号及び町ホームページにて

周知いたします。以上でございます。

柴﨑教育長 ご意見等ございますでしょうか。
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（意見なし）

ないようですので、日程第４ その他に進みます。

（１）教育委員会の点検評価報告書（令和元年度対象）（案）について、事

前に配付させていただいておりますので、説明の後に教育委員さんのご意

見をいただきたいと思います。それでは説明をお願いします。

千吉良課長 私の方から前段の説明といたしまして、概要等を含めご説明いたします。

教育委員会の点検評価報告書（令和元年度対象）（案）をご覧ください。

まず、１ページでございますが点検評価報告書作成にあたりましての法的根

拠を記載させていただいております。地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２６条の規定に基づく、ということでございます。毎年、その権限に

属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに公表する、という内

容でございます。法令遵守の立場から、この規定に基づきまして作成するも

のでございます。

２ページをお願いします。点検評価報告書の概要の作成にあたってでござい

ますが、大泉町教育委員会では、教育の指針でございます教育大綱を策定し、

当該年度における教育施策の 基本的な考え方や方策を教育行政方針として

決定しております。各業務の内容や目標を具体的に示しておりまして、その

内容に基づいて施策事業を対象に評価する、という形をとらせていただいて

おります。

次に、学識経験者でございますが、色々とご判断いただいて点検評価のコ

メントをいただきました方は、石井克巳氏と金井充子氏のお二人で、昨年

同様でございます。

また、評価の区分でございますが、記載のとおりＡＢＣの三段階評価の区

分に分けて評価しております。施策の目的実現に向けて達成状況によって

三区分でお示しさせていただきました。

３ページをお願いします。施策の一覧でございます。令和元年度の事業に

つきましては、２４の施策について点検評価を行っております。このあと、

担当課長よりそれぞれ説明させていただきますが、説明をする施策につき

ましては、右の欄の重要度に丸重の表記がございます施策につきまして、

説明をさせていただきます。そのあと、各委員さんの方から、ご意見等い

ただく際には、全２４施策全般にわたりましてのご質問やご意見を頂戴し

たいと考えておりますので、よろしくお願いします。

なお、説明の順につきましては、４ページの１、子育て支援の充実からペ

ージに則りまして説明を進めたいと思います。こども課からのスタートに

なりますが、よろしくお願いしたいと思います。

金井課長 はい。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 こども課の所管に係る部分について説明をさせていただきます。

６ページをお願いします。③第二期大泉町子ども・子育て支援事業計画の
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策定について、目標・目的、取組内容につきましては、教育行政方針に掲

げてありますので、説明を省略させていただきます。

指標につきましては、計画の策定ということで、令和２年３月に策定をい

たしました。

取組や成果の総括でございますが、大泉町子ども・子育て会議にて委員さ

んの意見を聴取して策定いたしました。さらに住民の意見を反映させるた

めに、パブリックコメントを実施いたしまして、第二期大泉町子ども・子

育て支援事業計画を策定いたしました。子ども・子育て会議の開催につき

ましては、記載のとおりでございます。

評価につきましては、事業を開始するのが遅くなってしまいまして、かな

りタイトなスケージュールで策定したところが反省点でありまして、もう

少しじっくりできればよかったということもありまして、評価をＢとさせ

ていただきました。

今後の対応といたしましては、策定いたしました計画に基づきまして、支

援施策を推進してまいります。また、実施状況につきましては、進捗管理

をいたしまして、年度ごとの検証を行ってまいります。

学識経験者のご意見でも、子ども支援事業計画が策定できたことは評価で

きる。計画を着実に実施できるよう努力して欲しい。計画を策定しただけ

ではなく、計画に基づいてきちんと進めてください、ということでした。

続きまして、７ページをお願いします。

２の就学前教育と保育の充実、①学童保育の充実でございます。学童保育

の登録者数が指標となっておりまして、５８０人で実績は５８６人でした。

取組や成果の総括ですが、登録者数が目標値を上回ることができたこと。

学習サポートにつきましては、４児童館で週３回程度宿題等の学習支援を

行い、年間５５８回実施いたしました。また、さきほどお話しいたしまし

たが、学童保育の給食の導入については、夏休みから試行的に合計３１日

実施いたしました。開設時間の延長については、人員確保ができず実施は

できませんでした。また、小学校の臨時休校に伴い長期休業中と同様に午

前８時から受け入れを行いまして、保護者の負担軽減を図りました。

今後の対応ですが、開設時間の延長について指定管理者と協議し、できる

だけ早期に実施し、保護者の負担軽減を図るということで、指定管理者に

人員の確保をしてもらい、早い時期に実施してもらえるよう働きかけてま

いります。学習サポートについては、今後も実施を継続してまいります。

学識経験者のご意見といたしましては、登録者数の増加について、保護者

ニーズや学童保育への依存度の高まりを感じている。学童保育の様子を保

護者に伝え、常に情報交換ができるよう工夫して欲しいということで、保

護者とのコミュニケーションをできるだけとるように考えて欲しいという

ご意見をいただきました。以上でございます。

柴﨑教育長 続いて、竹田教育指導課長。

竹田課長 教育指導課所管についてご説明いたします。１１ページをお願いします。
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３の教育環境の充実、①カリキュラムマネジメントの徹底についてでござ

いますが、カリキュラムマネジメントとは、教育課程に基づき、組織的か

つ計画的に教育活動の質の向上を図っていくことでございます。各学校で

は、学校評価結果の分析によって学校課題を把握し、教育活動の質の向上

を図るべく、解決に向けた取組を進めてまいりました。

事務点検評価の、取組の成果や総括では、いくつかの例を挙げさせていた

だきました。

まずは、家庭学習時間の確保と自主的な学習習慣の定着です。各校では、

学習習慣の定着を図るため、宿題や課題の適正な量を考えて課題を出し、

学期１回程度の家庭学習週間を設定したり、ＰＴＡ・家庭と連携した取組

などに取り組んでおります。そして、授業への意欲的取組という部分では、

はばたく群馬の指導プランという県教育委員会作成資料や町指定の授業改

善実践校としての取組にもある、この授業のねらい・めあてはどんなこと

なのか、この１単位時間で、児童生徒にどんな力を身につけさせたいのか、

という授業の意図を教師一人一人が明確にもって授業実践に取り組むよう、

指導主事の学校訪問指導等でも繰り返し助言・指導してまいりました。

表の３つめの読書週間の定着については、インターネット等の様々な情報

メディアの発達・普及や、子どもの生活環境の変化、幼児期からの読書週

間の未形成などにより、子どもの読書離れが指摘されているという現状に

対して、各学校では、読書月間の設定、ボランティアによる読み聞かせ、

図書委員会の活用などにより、学校全体での読書活動を充実させる取組を

行ってまいりました。

年間指導計画と評価の整合については、各教科のつながりを意識した授業

実践のため、各教科の年間指導計画を一本化し、教科と教科の関連性を示

した、単元配列表を作成しております。また、管理職が教員の週案簿を定

期的に確認し、年間指導計画どおりに進んでいるかどうか、進捗状況を確

認しながら取り組んでまいりました。

評価につきましては、指標である全国学力・学習状況調査の結果について、

総合的に、やや低いという状況でございましたので、目標は概ね達成して

いるとはならないと考え、Ｃという評価にさせていただきました。

今後も、各学校課題の解決に向けた取組がどのように機能したか、成果は

どうであったかについて検証しながら、年間指導計画などの教育課程をＰ

ＤＣＡサイクルで見直し、改善・充実を図り児童生徒の学力向上へ向けた

取組を推進してまいりたいと考えております。

なお、学識経験者の方のご意見は、学校課題をしっかりと把握し、校長の

リーダーシップのもと、全教職員で取り組んでいくことが大切であるとい

うこと。児童生徒の学力向上は、大きな課題であるので、継続して教師の

指導力向上や授業改善を図るとともに、家庭と連携した取組も図りながら、

課題解決に近づけて欲しいということでございました。以上でございます。

柴﨑教育長 続いて、千吉良教育管理課長。
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千吉良課長 点検評価報告書の１８ページをお願いします。

⑥ＩＣＴ環境の充実でございます。目標・目的につきましては、新学習指

導要領の趣旨を踏まえ、全ての学習の基盤となる情報活用能力の育成や、

各教科等におけるＩＣＴ活用に取り組めるよう、ＩＣＴ環境の整備を図る

という内容でございます。

取組内容につきましては、西中学校のＬＡＮ整備をもちまして、中学校３

校のＬＡＮ整備が完了いたします。また、小学校コンピューター教室にお

ける情報機器の更新でございますが、リース期間満了に伴いまして新たに

リース契約を結ぶということで全体の更新を図るという内容でございます。

指標といたしましては、小中学校の校内ＬＡＮ整備率４３％とさせていた

だきました。こちらにつきましては、小学校４校、中学校３校合わせて７

校中の中学校３校分がＬＡＮ整備完了となることから、４３％の達成率と

いうことでございます。

取組や成果の総括でございますが、西中学校の校内ＬＡＮ整備工事は、工

期内に完成しております。業者等の進捗管理もされていた状況でございま

した。小学校のコンピューター教室における情報機器の更新については、

周辺機器を含めまして数量を見直し、将来を見据えた情報機器を選択し、

新たにリース契約を結びました。

今後の対応でございますが、中学校ＬＡＮ整備終了となり、次に小学校２

校、西小学校及び北小学校の校内ＬＡＮ整備を実施するという内容でござ

います。この２校が追加となりますと、小中学校合わせての校内ＬＡＮ整

備率７１％となりますので、そちらに向けて取り組むということになりま

す。また、令和元年度の後半に文部科学省から国主導ということで、ＧＩ

ＧＡスクール構想の提唱がございます。児童生徒への１人１台端末配備と

いうことが課題となっておりますので、この内容については１人１台端末

配備を検討していくことを記述させていただきました。

以上のことを受けまして、学識経験者のご意見でございますが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大に伴い、小中学校は休校を余儀なくされた。オンラ

イン学習の対応が生じたことから、今後ＩＣＴを活用した教育の必要性が

高まることを強調されておりました。そういうことから、１人１台端末に

ついて早急な検討が求められる、という意見を頂戴いたしたところでござ

います。

指標全般については、概ね完了ということで評価Ｂとさせていただきまし

た。以上でございます。

柴﨑教育長 続いて、村田生涯学習課長。

村田課長 １９ページをご覧ください。

４、生涯学習の推進。①住民の生活課題や学習意欲に応える幅広い講座の

開催ですが、指標につきましては、各種講座の参加率８８％、高齢者教室

の通年での参加率７０％で、令和元年度実績が両方とも指標を上回ってい

ることから、評価はＡといたしました。



- 10 -

取組や成果の総括でございますが、各種講座の中で子ども向けサッカー教

室の参加が非常に多かったこと、スマートフォン入門講座が好評でした。

高齢者教室では、ハンセン病元患者に対する差別などをテーマにした映画、

「あん」の上映を行い、人権意識の高揚を図りました。

今後の対応ですが、引き続き町民ニーズや生活課題に応じた講座を開催す

るとともに、参加者増加・参加率向上のための周知を図っていきます。

また、各種講座を活用して町民がより気軽に活動に参加できる機会の充実

や積極的参加を促す取組を行います。

学識経験者の意見ですが、新しいニーズに対応した講座は評価できる。好

評なものは、数年継続して欲しい。引き続き、人権の視点をもった内容を

各種講座に組み込んでもらいたい、でございます。

続きまして、２３ページをお開きください。

５、青少年育成の推進。①放課後子ども教室の充実でございます。

指標につきましては、令和元年度の東小放課後子ども教室の新規開設、放

課後子ども教室の出席率９０％で、令和元年度実績は、東小は１０月開設

ができ、２教室の出席率は８８．７％と目標の指標に近いことから評価は

Ｂといたしました。

取組や成果の総括でございますが、東小放課後子ども教室運営スタッフが

４８人集まり事業を開始することができた。北小・東小放課後子ども教室、

定員３０人に対して北小が３０人、東小が２４人の申込みがあり、年間参

加率も両教室合わせて指標に届かなかったものの、高い出席率を維持する

ことができました。新規開設準備といたしまして、西小・南小においても

放課後子ども教室を開設できるよう、基盤を整えました。

今後の対応でございますが、運営スタッフの確保や研修、学校・児童館と

連携を図りながら、放課後子ども教室を４学校区で実施できるよう取り組

んでいきます。

２４ページをご覧ください。

学識経験者の意見ですが、町内４学校区で放課後子ども教室を開設し、そ

れぞれ子どもたちが安全に楽しく過ごせるように実施してもらいたい、で

ございます。

続きまして、２７ページをご覧ください。

①人権啓発地区別事業の推進ですが、指標は事業実施数６５件、延べ参加

者数２,５００人で、令和元年度実績は、６６件と２,９３４人で、両方とも

指標を上回っていることから、評価はＡといたしました。

取組や成果の総括でございますが、地区別人権啓発事業は、啓発員と地域

公民館長を対象にＬＧＢＴと町のパートナーシップ制度について人権学習

会を行った。２２全地域公民館で事業を実施することができました。

２８ページをご覧ください。今後の対応ですが、人権に対する正しい知識

を得るための事業を、啓発員を中心に企画・運営をしてもらえるよう支援

していく。
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学識経験者の意見ですが、地域での人権意識が高まるように、様々な提案

や投げかけをして、引き続き事業を展開して欲しい、でございます。

２９ページをご覧ください。

７、スポーツ・芸術文化の振興。①誰もが気軽にスポーツ・レクリエーシ

ョンに親しむ機会の提供。指標につきましては、スポーツ大会やスポーツ

・レクリエーションイベントへの参加者数３,５００人で、令和元年度実績

は１,３２９人と指標を下回っていますが、例年約２,５００人が参加する町

民体育祭が開催されなかったためであることから、評価はＢといたしまし

た。

取組や、成果の総括でございますが、レクリエーションスポーツ体験教室

を８月に児童館４館において実施し、スポーツレクリエーション祭では、

新種目スラックレールを導入いたしました。町民体育祭は、令和元年度東

日本台風の影響により中止となりました。また、大泉歴史ウォーキングを

１０月に実施いたしました。

３０ページをご覧ください。

今後の対応ですが、スポーツ・レクリエーション祭は参加しやすい種目を

新たに加える検討を行います。大泉歴史ウォーキングは、実施コースを変

更し、今後も職員の解説付きで行います。

学識経験者の意見ですが、スポーツ・レクリエーション祭は、より参加し

やすい種目を検討してもらいたい。大泉歴史ウォーキングは、職員の解説

付きということが魅力となっている。歩きやすい季節など、時期を検討し

ながら継続して欲しい、でございます。

３３ページをご覧ください。

８、文化財の保存と活用。①町の郷土芸能や文化財の周知及び活動機会の

提供でございます。

指標は、参加者アンケートにおいて、大泉町の歴史や文化・文化財への関

心が高まった、と回答した人の割合８０％で、令和元年度実績は８９．２

％で指標を上回ったことから、評価はＡといたしました。

取組や成果の総括でございますが、大泉かるた原画展を１月に開催いたし

ました。伝統芸能まつりは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

中止となりました。

３４ページをご覧ください。

都市計画道路上小泉古海線の開発に伴う、遺跡の調査と記録保存を実施。

仙石専光寺付近遺跡の進捗管理と新規資料の展示公開を行いました。

今後の対応ですが、大泉かるた原画展は今後も継続して行います。仙石専

光寺付近遺跡は、整理された新たな考古資料の展示公開を行います。

学識経験者の意見ですが、大泉かるた原画展については、今後も継続して

もらいたい。考古資料の展示の充実をさらに進め、町民の文化財保護意識

の高揚に繋がっていくことを期待する、でございます。以上でございます。

柴﨑教育長 各課の説明が終わりました。ご意見等ございましたらお願いいたします。
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福田委員 はい。

柴﨑教育長 福田委員。

福田委員 全般的な施策について、去年と全く同じ施策ではなくて、町民の意見を取り

入れた施策であるというところが非常に良いと思います。例えば、学童保育

の充実については、登録者を増やそうということではなくて、開設時間の延

長をしたいということや、給食の導入を検討するなど、学識経験者のご意見

にもあるように、常に保護者と情報交換しながら学童保育の充実を進めて欲

しいと思います。

また、カリキュラムマネジメントについて、初めて施策に取り入れていただ

けたことが私は非常に嬉しいです。この施策の取組によって、町内の定期テ

ストの日にちが統一されてきたことや、テスト前の部活動が三日前からしな

くなったこと、学校教育の充実が図られているように思います。

また、ＩＣＴ環境の充実ですが、テーマとしては非常に難しいと思います。

大泉町の規模で考えると、大泉町独自で進めるということは非常に厳しいと

思ますが、他町に遅れをとってもいけないとも思いますので、近隣の市町と

情報交換を密にしながら、適正規模である市町と連携して進めて欲しいと思

います。

生涯学習についても、スマートフォン講座やハンセン病元患者に関する映

画の上映を実施するなど、新たな試みが取り入れられていて、非常に良か

ったと思います。

人権尊重の推進ですが、人権課題に対する学習方法に手詰まり感があるよう

に感じましたので、もう少し人権課題などに踏み込んだ講座などができれば

良いと思いました。

また、カリキュラムマネジメントは先程も申し上げたとおり、教育委員会の

指導が良かったことで、良くなっていると思いますが、やはり私が危惧して

いるのは、学校の教員の意識があまり変わっていないように感じています。

授業改善が一番大切だと思います。道徳教育やいじめ問題もなかなかなく

ならない。いじめの根本は生徒にあると思うが、教員の対応の仕方が重要

だと思うので、そういったところを改革して欲しいです。

柴﨑教育長 ほかにいかがでしょうか。

大塚委員さん。

大塚委員 前段のなかの指標に対する評価というのは、令和元年度の実績に対しての評

価ということなのでしょうか。

千吉良課長 はい。

柴﨑教育長 千吉良教育管理課長。

千吉良課長 各施策ごとに、目標・目的、取組内容を設定し、それらに対する指標を設定

しています。指標が数値化していれば、達成状況で評価をしております。

大塚委員 たとえば学童保育の充実ですが、指標が学童保育の登録者数５８０人になっ

ていて、実績は５８６人で評価はＢになっていますが、取組に対しての評価

ということではないのでしょうか。
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金井課長 はい。

柴﨑教育長 金井こども課長。

金井課長 指標は一つの目安ということと、取組内容も含めたところで全体的な評価を

させていただいております。学童保育につきましては、時間延長の部分が実

施できなかったということで、評価をＢにさせていただきました。

参考までですが、４ページをご覧ください。

指標の②緊急一時保育事業利用者数、各園１９０人以上とありますが、取組

や成果の総括の中点二つめ、緊急一時保育事業を３園実施しておりまして、

２園が目標値を上回り、１園が下回っておりますが、利用申込者につきまし

ては、すべて受け入れることができ、保護者の負担軽減を図ることができま

した。また、令和元年東日本台風の被災児童も受け入れを行い、その方の利

用料も減免することができました。

指標の目標値には、若干達成できない取組もありましたが、事業内容と総合

的に判断いたしまして、評価をＡとさせていただきました。以上でございま

す。

柴﨑教育長 指標の数値に対する実績だけでなく、取組内容も含めて評価しているという

ことですね。

はい、大塚委員さん。

大塚委員 それでは、１１ページのカリキュラムマネジメントについては、どういった

ことでＣ評価にされたのでしょうか。

竹田課長 はい。

柴﨑教育長 竹田教育指導課長。

竹田課長 こちらについても、取組内容、実績、また総括などを総合的に判断していま

す。学識経験者にご意見をいただいた際、Ｃ評価ではなくＢ評価でもいいの

ではないしょうかとご意見いただきましたが、教育指導課としては、全国学

力学習調査が平成３０年と令和元年と比べたときに、令和元年の数値はやや

低くなっているところが目立っていることや、５教科と関連づけた年間指導

計画の作成で、単元配列表も作成しておりますが、その単元配列表の作成が

できている学校とそうでない学校もあるという点も踏まえまして、Ｃと評価

させていただきました。

大塚委員 学校側の取組に対してはどうでしょうか。

竹田課長 学校での取組については、校長先生を中心に、日々子ども達にとって何が大

切なのか、どんな支援や指導が必要なのかを考えながら学校生活を実施して

いると認識しております。校内研修など継続的に実施しておりますし、課題

を把握しながら解決に向けて取り組んでいると感じています。まだまだとい

う点においては、こちらも指導しているところです。

大塚委員 子どもが登校している学校ではないですけれど、ホームページをとおして学

年通信をみることがありました。そこで、ある学校の校長先生は、自校の教

員に対してこうあって欲しいということを具体的に指示したらしく、そのこ

とを学年通信に掲載していました。学校の取組を見える化するということは
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とても良いことだと思います。そういった学校がある中、ホームページさえ

も開けない学校もあります。ホームページがすべてではありませんが、学校

と家庭が連携していく、ということであればホームページの充実も大事です

し、次のページにもあるように校長先生の強いリーダーシップのもと、具体

的なことを分かりやすい言葉で明確に伝えていただくということが大事なこ

とではないでしょうか。その学年通信を見た時にそう感じました。そうする

ことで、子ども達も保護者もわかりやすく学校生活を送ることができて良い

のではないかと思います。

柴﨑教育長 竹田教育指導課長。

竹田課長 大塚委員さんのご意見を頂戴いたしまして、校長会の際に保護者と連携する

ために情報をホームページなどで発信するよう指導してまいります。

大塚委員 よろしくお願いします。

柴﨑教育長 ほかにいかがでしょうか。

はい、大塚委員さん。

大塚委員 １８ページのＩＣＴ環境の充実ですが、機械を充実させることは理解でき

るのですが、それを活用していく教員の方々の勉強会やセミナーを充実させ

て欲しいということも、今後の対応に加えていただけたらと思います。

竹田課長 はい。

柴﨑教育長 竹田教育指導課長。

竹田課長 ＩＣＴ環境の充実については、今年度の小学校の新学習指導要領が始まった

ところでございますが、プログラミング教育の導入に伴い、どのように進め

ていくかということで、プログラミング教育研究班を立ち上げ取り組んでい

るところであります。また、ＧＩＧＡスクール構想も急遽始まりましたので、

どういった機器を活用していくかの計画作りや教員への研修も必要と考え、

進めてまいりたいと思います。

柴﨑教育長 ほかにいかがでしょうか。

はい、秩父委員さん。

秩父委員 ＩＣＴ環境の充実について、大塚委員さんからも意見がありましたが、ＬＡ

Ｎ整備が終わりましたら、７校Ｗｉ-Ｆｉ環境を整えて、試験的に数台の機

械を使用して模擬を開始するなど、１人１台はしばらく難しいと思いますの

で、そのように進めても良いと思います。今後の対応で、児童生徒へ１人１

台端末配備について検討を進めるとありますが、進めるということではなく

て、実現させるために具体化していけたらと思います。

評価について、大塚委員さんの意見にもありましたが、指標に出ている数値

だけで評価するものばかりではないと思いますので、できれば評価に対する

細かい審査内容が分かれば、先程からの疑問点について解決できるかなと思

いました。こういう評価があったから、こうなりましたということが分かれ

ば非常にありがたいと思います。

学校では熱を測ることで人員をさいていて大変だと思います。ＬＡＮ整備

ができますと、顔認証できる機械が数台あれば、一人一人の熱を測定し、
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把握できる。在籍数の多い高校でも取り入れていたりしますので、大泉町

も７校に取り入れることも考えても良いのではないでしょうか。学校教育

においても、近隣で試験的に実施しているところでもありますので、そう

いう良いところを勉強していただいて、導入していければいいと思います。

柴﨑教育長 評価の件に関しましては、評価結果について具体的にお示しすることを、

今後の課題にしたいと思います。

ほかにいかがでしょうか。

はい、髙倉委員さん。

髙倉委員 皆さんの説明をお聞きしまして、令和元年度の評価についてはよく分かりま

した。今後についてですが、今年は今までにない状況に置かれていて、やり

方を変えていかなければならない時だと思います。そういった中、子ども達

や生涯学習で公民館等を利用する方々へどう進めたらいいか、親身になって

考えて欲しいと思います。よろしくお願いします。

柴﨑教育長 いただいたご意見を活かしてまいります。

ほかにいかがでしょうか。

（なし）

それでは、ないようですので、以上で教育委員会議を終了いたします。

上記会議録は、正確であると認めます。

令和２年８月１８日

署名 教 育 長

署名 教育委員

署名 教育委員


